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特集 。 ミ カ ン キ イ ロ アザ ミ ウ マ ( 6 ) 

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マの飼育法

む ら

岡山大学資源生物科学研究所 村 井 保

は じ め に

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は， わ が国で は 1990 年 に 千
葉 県 お よ び埼玉 県 で初 め て 発生が確認 さ れ (早瀬 ・ 福
田， 1991 ) ，  97 年末 ま で に 北海道 を 含 む 45都道府 県 に
発生が拡大し て い る 。 94 年 ご ろ か ら 各地で発生が顕在
化し， シクラ メ ン， キク， ガーベ ラ ， パ ラ な どの花 き 類
を 中 心 に 被害が発生し， そ の 後， イ チ ゴ， ト マ ト (片
山 ・ 多々 良， 1994) ， ナ ス (根来 ・ 柴尾， 1996) ， ハ ウ ス
ミ カ ン (土屋 ら ， 1992) ， ブ ド ウ (増井 ら ， 1995) な ど
で も 被害が報告 さ れ， き わ め て 寄主範囲が広い。 直接的
な被害 だ け でな く ， TSWV を媒介す る 能力 が高 い こ と
から も 各種作物で TSWV に よ る 被害が大 き な 問題 と な
って き て おり， ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ に代わ る 難防除
重要害虫 として位置づ け ら れて い る 。

こ れ ま で ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ の防除に対して既存
農薬の効果の検討は も と よ り， 新農薬 の 開発に も 大 き な
努力が費や さ れて き た。 そ の結果， ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ
ウ マ に対す る 効果 の 高い薬剤が開発 さ れた。 しかし， こ
の薬剤に対し て ， ミ カ ンキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は感受性が低
< ， 有効 な薬剤が少な い の が現状であ る 。 こ れ ら ア ザ ミ
ウ マ類の抵抗性の発達 は早 く ， 頻繁な農薬散布が余儀な
く さ れて い る 。 し た がって， 今後， 抵抗性対策， 新薬剤
の ス クリーニ ン グ を進め て い く う え で， 各種系統の隔離
維持が必要不可欠 と 考 え ら れ る 。 ま た ， ハ ナ カ メ ム シ類
や寄生蜂の有効性 を評価す る た め の試験や そ れ ら の大量
増殖技術 を確立す る た め に も ， ミ カ ンキイ ロ ア ザ ミ ウ マ
を 含め た ア ザ ミ ウ マ類の増殖法 を 開発す る 必要があ る 。
従来の ア ザ ミ ウ マ の飼育法では， こ れ ら 系統の隔離飼育
は 困難であ る 。 そ こ で， 各種ア ザ ミ ウ マ類 を完全隔離し
て飼育で き る 方法 を 開発改良して い る の で， そ の概要を
紹介す る 。

I ミ カ ン キ イ ロ アザ ミ ウ マの簡易大量

飼育法

ミ カ ンキイ ロ ア ザ ミ ウ マ の 簡易大企飼育 と し て ， イ ン
ゲ ン マ メ の爽 を 用 い て飼育す る 方法 (図-1) が ヨ ー ロ ツ
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パ を は じ め， 多 く の 研 究 機 関 で 採 用 さ れ て き た
(L∞MANS， 1991 ) 。 し かし， 市販 の イ ン ゲ ン マ メ を 購入
して 用 い る た め， 他 の ア ザ ミ ウ マ や ア ザ ミ ウ マ の 天敵が
混入したり， イ ン ゲ ン の病害が発生し て ， 累代飼育がで
き な く な る こ と があ る 。 ま た ， 付着し た 農薬が飼育 に悪
影響 を 及 ぽす こ と も あ る 。

こ の イ ン ゲ ン マ メ の爽 を 用 い た 飼育で も ， 飼育す る た
め の空間や飼育に 要す る 時間 も 著し く 多 く ， 多 く の ア ザ
ミ ウ マ の種や系統 を維持す る た め に は適 さ な い。 特 に ，
薬剤感受性の奥な る 系統 を 多 数維持す る た め に は コ ン タ
ミ の恐れが多分 に あ る 。

村井 ・ 石井 (1982) は， マ ツ や チ ャ な ど の 植物の花粉
を 用 い て ア ザ ミ ウ マ類 を飼育で き る こ と を 明 ら かにして
い る の で， こ れ ら の 知見 を も と に ミ カ ンキイ ロ ア ザ ミ ウ
マ に適した 飼育法の改良 を 試み て い る 。 ミ カ ンキイ ロ ア
ザ ミ ウ マ の 大量増殖手順 は図 2 に 示し た と おり で あ る 。

1 採卵方法

ア ザ ミ ウ マ 盟 国 に 属す る ア ザ ミ ウ マ類 は 植物組織内 に
産卵す る 。 そ の た め， 寄主植物から 直接採卵す る に は，
多大な労力 と 時間 を 要す る 。 イ ン ゲ ン マ メ の爽 を 用 い た
場合， 2 日 ほ ど産卵 さ せ， 爽 か ら 成虫 を て い ね い に取り
除 かな げ れ ば な ら な い。 卵 の 発育 の 観 察 な ど は で き な
い。 そ こ で， よ り効率的に大量に水中 に 採卵す る 方法 を
開発した。 飼育容器 と し て ， 内径 8 cm， 高 さ 5 cm の ア
クリノレ製円筒容器 を 用 い， 下面 に 60 μm の ゴ ー ス を は
りつ け た 。 こ の容器の 中 に ア ザ ミ ウ マ 成虫 と チ ャ の花粉
を入れ， 上面 を シ ー ロ ン フ ィ ル ム (パ ラ フ ィ lレ ム や TS
フ ィ ルム で も よ い ) で覆 う 。 そ し て ， 約 4 m l の 水 を 載

図 - 1 イ ン ゲ ン マ メ 否定に よ る ア ザ ミ ウ 7 の 飼育
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図 ー 2 ア ザ ミ ウ マ類の飼育手順

せ た の ち ， 小型 プラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ (培養 シ ャ ー レ と
し て 市販 さ れ て い る ) の ふ た で覆 う (図 3) 。 い く ら か
の気胞 を 入 れ る よ う にす る と ふ た が滑り落ち な い 。 こ う
する こ と に よ って水の 中 に産卵 さ せ る 。 水 を フ ィ ル ム で
サ ン ド イ ツ チ にす る た め の特別 な テ クニ ツ ク も 必要では
な く ， 採卵 も 容易 と な る 。 200Cで， 1 容器 当 た り ミ カ ン
キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ雌成虫 100 頭飼育 し た場合の l 日 当 た
り産卵数 は 200 卵以上であ る 。

こ の方法で産卵 さ せ た 卵 を ， 吸引炉過器 を利用 し た卵
回 収 装 置 で炉紙 に 吸着 さ せ る ( 図 -4) 。 そ の 回 収 率 は
80% 以上であ る 。

現在， 200Cの定温室で， 容器当 たり約 300 頭の ミ カ ン
キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ や ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ ， ネ ギ ア ザ ミ
ウ マ雌成虫 を 入れ， 毎 日 2 ， 000 卵以上回収 し て い る 。 ま
た， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ や チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
で も こ の採卵法 は利用で き る 。

2 幼虫のふ化 と 効率的回収法

薬剤の効果検定や 天敵の増殖等の研究 に は， 発育の そ
ろ った ア ザ ミ ウ マ ふ化幼虫 を大量に準備 し な ければな ら
な い。 そ こ で， 前記の よ う に し て 得た 卵 を効 率 よ く ふ化
さ せ る 方法 を 開発 し た。 す な わ ち ， 回 収卵 の ふ 化 前 日
に， 花粉や寄主植物の葉片 な ど を シ ャ ー レ 内 に置 き ， ふ
化幼虫が摂食す る た め そ れ ら に集 ま る の を利用す る 。 チ
ャ の花粉 を用 い る 場合， 花粉 を 微量 (約 1 mg) 載せ た
フ ィ jレ ム 片 (約 2 cm 角 ) を 炉紙周 辺 に 置 い た の ち ， 花
粉 の 上 に 紙 片 を かぶせ る (国一2 IV) 。 ふ 化 し た 幼虫 は
紙片 と フ ィ ルム の聞 の花粉 に 集 ま る の で， そ れ を 回収す
る 。 ふ化幼虫 を細い筆な ど で l 頭ずつ 移 さ な く て も フ ィ

図 - 3 ア ザ ミ ウ ? の採卵装置

図 - 4 i'P紙 に吸着 さ れた ア ザ ミ ウ マ の卵

ルム ご と 移す こ と がで き る 。 200Cで 24 時間 産卵 さ せ た
卵 を用 い た 場合， ふ化幼虫 の回収 に は 2 日 を 要 し ， 回収
率 は 1 日 目 で約 70%， 2 日 目 で は 90 % 以 上 と な った 。
ま た ， ふ化直前 の 卵 を 50Cに 1 週間保存 し ， 発育の そ ろ
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った ふ化幼虫 を 大量 に 得 る こ と が可能で あ る 。
花粉や植物葉片の代わり に皮 を は い だ ソ ラ マ メ 催芽種

子 (水道水で 2�3 日 掛け流し にした も の) を用い る と ，
ミ カ ンキイ ロ ア ザ ミ ウ マ だ け でな く ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ
ウ マ や チ ャ ノ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ で も 効率的に幼虫 を 回収
で き る 。 こ こ で用 い た ソ ラ マ メ は レ ース 鳩の餌 としてペ
ッ ト シ ョ ッ プ等 で市販 さ れて い る 叫 も の で， 生食用で販
売 さ れて い る も の に比べ小型で安価であ る の で， 大量に
使用可能であ る 。

3 アザ ミ ウ マ類幼虫の飼育効率

取り扱いが容易で， 容積が少な い前述の採卵容器 を用
い て ， ア ザ ミ ウ マ幼虫の飼育効率を検討した。 容器当 た
り マ ツ の 花 粉 100 mg と 10% 蜂 蜜 液4 Ill l を 与 え て ，
200Cで 飼 育し た (図 2 V) と こ ろ ， ふ 化 幼 虫 の 80�
90% が羽化し た。 羽 化 率 は 飼育密度 に よ って 多 少左右
さ れ る も の の， 問料交換の必要 も な い の で， 簡便かつ効
率 的 な 飼育方法 と い え ， 1 容 器 当 た り400�500 頭 の 伺
育が可能であ る 。 ヒ ラ ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ よ り小 さ な ア ザ
ミ ウ マ で は よ り大量 に飼育で き ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ で は
800 頭以上の飼育 も 可能であ る 。

ま た ， ソ ラ マ メ 催芽種子で幼虫 を 回収した場合， 催芽
種子 を追加す る だ け で飼育可能で あ る 。 そして， 羽化 ま
で餌 を追加す る 必要がな い。 ミ カ ンキイ ロ ア ザ ミ ウ マ の
場合， 120 x 98 x 46 Illlll の タ イ ト ボ ッ クス の ふ た に換気
用の穴 (直径 5�10 mm) を 聞 け て ソ ラ マ メ で飼育した
場合， 80% 以 上 の 羽化率が得 ら れ る (図-5) 。 ま た ， 羽
化後 こ の ソ ラ マ メ を 1 週間に 一度追加す る こ と に よ って
成虫 を長期間維持す る こ と が可能で あ る 。

お わ り に

ア ザ ミ ウ マ 類 を各種系統別 に 隔離飼育す る と き ， コ ン
タ ミ を 防が な 砂 ればな ら な い。 こ こ で紹介した飼育法で

図 - 5 ソ ラ マ メ 催芽都子に よ る ア ザ ミ ウ ? の幼虫飼育

ソ ラ マ メ の 入手先 : コ ク サ イ ペ ッ ト フ ー ド 株式会社 .

干 651-2137 神戸市西区玉津町出合 329 TEL 078-927-1151 

は， 密閉容器 を使用す る の で， コ ン タ ミ の危険 は 吸引F
過器 を使用す る と き と ふ化幼虫 を 回収す る と き に 生 じ
る 。 そ の た め ， 吸引炉過器 は種 ご と あ る い は 系統 ご と に
使用す る も の を替 え ， ふ化幼虫 を 回収す る と き ， 特 に 寄
主植物の葉片 を使用す る と き は， ア ザ ミ ウ マ の産卵や寄
生がない も の を選ぶ よ う にす る こ と が大切で あ る 。 採卵
の と き ， 餌 と し て 花粉 を用 い ， 花粉の採集 に は労力 を 要
す る が， 採卵 に は も っ と も 適し て い る 。 花粉の種類 と し
て は マ ツ や チ ャ の 花 粉 が 適し て お り， イ チ ゴ， ピー マ
ン， ボ タ ン， ナ シ な どの花粉で も 飼育可能であ る 。 しか
し， 多量の採集が困難で あ る 。 幼虫飼育 で は ソ ラ マ メ 催
芽種子 を 使 え ば周 年室内 で準備で き る の で， コ ン タ ミ の
危険は少な く な る 。 ア ザ ミ ウ マ を扱 う 部屋 に 餌 と し て の
催芽種子 を放置し な い よ う にしたりし て ア ザ ミ ウ マ の飛
び込み を避 け る 工夫 をす る こ と が必要で あ る 。

ま た， 蝋化場所 を提供す る た め ， キ ッ チ ンペーパーの
紙片 を餌の下に敷 く と よ い。 特 に ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ ミ ウ マ
や ネ ギアザ ミ ウ マ は 凹部 に 固 ま って 嫡化す る 傾向 が あ る 。

多 く の ア ザ ミ ウ マ亜 目 の種で こ の飼育法が利用 で き ，
発育の そ ろ った ア ザ ミ ウ マ を計画的 に供給で き ， 薬剤 の
スクリー ニ ン グだ け でな く ， 薬剤感受性 レ ベルや地理的
起源の異 な る 系統の維持 に も 利用 で き る 。 ア ザ ミ ウ マ の
積に よ って ， 例 え ば嫡化場所や飼育湿度 に微妙な選好性
があ る の で， 種 ご と の微小環境の調節等の検討が必要で
あ る 。

こ こ で述べた飼育法で は ， 飼育 に 要す る 労力 と 時間 と
も 著し く 軽減 で き ， 多種の害虫 を取り扱って い る 研究者
あ る い は研究機関で採用 さ れ る と 考 え ら れ る 。 私の研究
所 で は 常 時 7�8 種 の ア ザ ミ ウ マ を ， そ の う ち い く ら か
の種 に つ い て は複数の系 統 を 維持し て い る 。 現在， ソ ラ
マ メ を 使っ て 海外 に も 生 き た ア ザ ミ ウ マ を 提供し て お
り， 研究の交流に も 役立 つ て い る 。
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